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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサと、
　ネットワークへの接続、及び、クライアント端末との接続を確立するネットワークイン
ターフェースと、
　記憶部と、
を備える情報処理装置であって、
　前記プロセッサは、
　　前記ネットワークインターフェースを介して前記ネットワークと前記クライアント端
末との通信を制御するテザリング機能を実行可能であり、
　前記記憶部は、
　　接続するネットワークのネットワーク情報と、テザリング機能のオンオフ情報とを対
応づけて記憶し、
　前記プロセッサは、
　　前記ネットワークインターフェースがネットワークに接続すると、前記テザリング機
能のオンオフ情報に基づいて前記テザリング機能を設定し、
　　前記設定されたテザリング機能がオンの場合に、前記ネットワークインターフェース
を介して前記情報処理装置と前記クライアント端末とにＰＡＮ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒ
ｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）通信を行わせる、
情報処理装置。
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【請求項２】
　前記記憶部は、
　　前記ネットワーク情報と、前記クライアント端末との接続を確立するための設定情報
とを対応づけて記憶し、
前記プロセッサは、
　　前記ネットワークインターフェースがネットワークに接続すると、前記テザリング機
能のオンオフ情報と前記設定情報に基づいて前記テザリング機能を設定する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記設定情報は、前記情報処理装置のＳＳＩＤを含む、
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記設定情報は、前記クライアント端末との接続の認証に用いる暗号方式の情報を含む
、
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記設定情報は、前記クライアント端末との接続に用いる通信方式の情報を含む、
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記設定情報は、前記クライアント端末との接続時の通信量に関する情報を含み、
　前記プロセッサは、前記クライアント端末との通信が所定量を超えた場合に、所定の処
理を行う、
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記設定情報は、同時に接続可能な前記クライアント端末の台数情報を含む、
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記設定情報は、接続可能な前記クライアント端末の識別情報を含む、
請求項２に記載の情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、テザリング機能を有する情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、基地局機能と子局機能の両機能を有する機器同士において、基地局とし
て動作するか、子局として動作するかを切り替える通信装置を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２６８３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示は、テザリング機能の使い勝手に優れた情報処理装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示における情報処理装置は、プロセッサと、ネットワークへの接続、及び、クライ
アント端末との接続を確立するネットワークインターフェースと、記憶部と、を備える。
プロセッサは、ネットワークインターフェースを介してネットワークとクライアント端末
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との通信を制御するテザリング機能を実行可能であり、記憶部は、接続するネットワーク
のネットワーク情報と、テザリング機能のオンオフ情報とを対応づけて記憶し、プロセッ
サは、ネットワークインターフェースがネットワークに接続すると、テザリング機能のオ
ンオフ情報に基づいてテザリング機能を設定する。
【発明の効果】
【０００６】
　本開示における情報処理装置は、テザリング機能の使い勝手に優れる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、実施の形態における情報処理装置が動作する環境を説明する図である。
【図２】図２は、実施の形態における情報処理装置の外観図である。
【図３】図３は、実施の形態における情報処理装置のブロック図である。
【図４】図４は、実施の形態における情報処理装置の記憶部に保存されているデータベー
スの一例を示す図である。
【図５】図５は、実施の形態におけるテザリング機能を設定する処理を説明するフローチ
ャートである。
【図６】図６は、実施の形態における情報処理装置の記憶部に保存されているデータベー
スの別の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、適宜図面を参照しながら、実施の形態を詳細に説明する。但し、必要以上に詳細
な説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一
の構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の説明が不必要に冗長にな
るのを避け、当業者の理解を容易にするためである。
【０００９】
　なお、添付図面および以下の説明は、当業者が本開示を十分に理解するために、提供さ
れるのであって、これらにより特許請求の範囲に記載の主題を限定することは意図されて
いない。
【００１０】
　（実施の形態）
　以下、図１～５を用いて、実施の形態を説明する。
［１－１－１．システムの構成］
　図１は、実施の形態における情報処理装置１００が動作する環境を説明する図である。
図１において、情報処理装置１００が動作する環境は、ネットワーク１０１に含まれる１
つ以上のネットワークと、ＰＡＮ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）１０
２と、クライアント端末１０３を含む。
【００１１】
　ネットワーク１０１は、情報処理装置１００が接続可能なネットワークであり、例えば
、無線通信による広域データ通信ネットワークに接続する通信サービスであるＷＷＡＮ（
Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）や、無線でデータの送受信を
行う構内通信網であるＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ／無線ＬＡＮ）や、無線通信技術の規格のひとつであるＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉ
ｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ
）ネットワークや、銅線や光ファイバー等の通信ケーブルで機器を接続し電気や光の送受
信によって通信を行う構内通信網である有線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）などである。
【００１２】
　ＰＡＮ１０２は、情報処理装置１００がホストとなり形成する、クライアントとなる端
末との通信ネットワークであり、情報処理装置１００とクライアントとなる端末とを通信
可能にする。ＰＡＮ１０２は、情報処理装置１００がテザリング機能をオンに設定した場
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合に、クライアントとなる端末が情報処理装置１００と接続することによって形成される
。
【００１３】
　クライアント端末１０３は、ＰＡＮ１０２に接続する端末である。
【００１４】
　情報処理装置１００が、ネットワーク１０１に接続し、且つ、テザリング機能をオンに
設定することにより、情報処理装置１００に接続したクライアント端末１０３は、ＰＡＮ
１０２および情報処理装置１００を介してネットワーク１０１と通信することができる。
［１－１－２．情報処理装置の構成］
　図２は、実施の形態における情報処理装置１００の外観図である。
【００１５】
　情報処理装置１００は、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）に基づいて所定の
情報処理を行う。本実施の形態では、情報処理装置１００の一例としてノートパソコンを
用いて説明する。本開示の情報処理装置１００は、ノートパソコンに限られない。情報処
理装置１００として、ラップトップＰＣやタブレットＰＣ、スマートフォン等に適用可能
である。
【００１６】
　出力部２１０は、画像や映像を表示する。出力部２１０は、典型的には液晶ディスプレ
イが用いられる。
【００１７】
　入力部２２０は、入力を受け付ける。入力部２２０は、典型的にはタッチパネル、キー
ボード、タッチパッド、ボタンなどが用いられる。
【００１８】
　図３は、実施の形態における情報処理装置１００のブロック図である。
【００１９】
　プロセッサ３１０は、記憶部３２０に保存されたプログラムを実行する。プロセッサ３
１０は、プログラムを実行することで情報処理装置１００のほかの構成を制御する。たと
えば記憶部３２０に保存されている画像情報を出力部２１０に表示する。
【００２０】
　記憶部３２０は、情報処理装置１００の処理に必要なデータを一時的、または恒久的に
保存する。たとえば記憶部３２０にはＯＳ３２５やプログラム、後述するデータベースな
どが保存される。記憶部３２０には、揮発性メモリや不揮発性メモリ、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ
　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）などが用いられる。
【００２１】
　バス３３０は、情報処理装置１００の他の構成が送受信する電気信号が通る箇所である
。バス３３０を介して制御信号やデータが情報処理装置１００の各構成の間で送受信され
る。
【００２２】
　ネットワークインターフェース３４０は、ネットワーク１０１への接続／切断、ネット
ワーク１０１に関する情報の取得、クライアント端末１０３との通信接続、テザリング機
能のオン又はオフをプロセッサ３１０に制御されることで行う。テザリング機能とは、ク
ライアント端末１０３を、ＰＡＮ１０２を介して情報処理装置１００に接続し、情報処理
装置１００を経由してネットワーク１０１との通信を行う機能である。
【００２３】
　なお、ネットワークインターフェース３４０は、１つであっても良いし、例えばＷＷＡ
Ｎ用のネットワークインターフェース、ＷＬＡＮ用のネットワークインターフェース、Ｗ
ｉＭＡＸ用のネットワークインターフェース、有線ＬＡＮ用のネットワークインターフェ
ースなど各ネットワークの種別に対応して複数あってもよい。
［１－１－３．データベースの構成］
　図４は、実施の形態における情報処理装置１００の記憶部に保存されているデータベー
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スの一例を示す図である。データベース４００は、ネットワーク情報４１０と、テザリン
グ機能オンオフ情報４２０、ＳＳＩＤ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ
）４２１、認証・暗号情報４２２、通信方式４２３、通信可能量４２４、接続可能端末台
数４２５、接続可能端末識別情報４２６を組にして記憶される。
【００２４】
　ネットワーク情報４１０は、情報処理装置１００が接続するネットワーク１０１の種別
である。ネットワーク情報４１０は、例えば、「ＷＬＡＮ」や「ＷｉＭＡＸ」や「ＷＷＡ
Ｎ」や「有線ＬＡＮ」といったネットワークの種別である。
【００２５】
　なお、ネットワーク情報４１０は、上記のネットワークの種別に限定されない。ネット
ワーク情報４１０は、ネットワークの種別だけでなく、ネットワーク１０１のアクセスポ
イントの識別子であるＳＳＩＤや、ネットワーク接続先の事業者を識別する情報や、ネッ
トワーク名を含んでもよい。つまり、ネットワーク情報４１０は、接続先を特定できる情
報であればよい。
【００２６】
　テザリング機能オンオフ情報４２０は、情報処理装置１００がネットワーク情報４１０
で特定されるネットワーク１０１に接続する場合に、クライアント端末１０３を情報処理
装置１００に接続するテザリング機能をオンに設定するかオフに設定するかを示す情報で
ある。
【００２７】
　ＳＳＩＤ４２１は、テザリング機能をオンに設定する場合に、ＰＡＮ１０２のアクセス
ポイントの識別子であるＳＳＩＤを、情報処理装置１００のＳＳＩＤとして設定する内容
を示す情報である。
【００２８】
　認証・暗号情報４２２は、テザリング機能をオンに設定する場合に、クライアント端末
１０３が情報処理装置１００に接続する際の認証方式、暗号方式、認証用情報として設定
する内容を示す情報である。認証方式の例としてはＷＰＡ－ＰＳＫ（Ｗｉ－Ｆｉ　Ｐｒｏ
ｔｅｃｔｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｅ－Ｓｈａｒｅｄ　Ｋｅｙ）や、ＷＰＡ２－ＰＳＫ（
Ｗｉ－Ｆｉ　Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ　２　Ｐｒｅ－Ｓｈａｒｅｄ　Ｋｅｙ）
などがあり、暗号方式の例としては、ＡＥＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｅｎｃｒｙｐｔｉｏｎ
　Ｓｔａｎｄａｒｄ）、ＴＫＩＰ（Ｔｅｍｐｏｒａｌ　ｋｅｙ　Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ）などがあり、認証用情報の例としてはセキュリティキーなどがある。
【００２９】
　通信方式４２３は、情報処理装置１００のテザリング機能をオンに設定する場合に、ク
ライアント端末１０３が情報処理装置１００に接続する際の通信方式として設定する通信
方式名を示す情報である。通信方式４２３の例としてはＩＥＥＥ８０２．１１ａや、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１ｇなどがある。
【００３０】
　通信可能量４２４は、情報処理装置１００のテザリング機能をオンに設定した場合に、
ＰＡＮ１０２を介してクライアント端末１０３が通信可能なデータ量を示す情報である。
プロセッサ３１０は、情報処理装置１００のテザリング機能をオンに設定した場合、クラ
イアント端末１０３による通信量を監視し、通信量が通信可能量４２４で指定された値を
超えた場合に、例えばクライアント端末１０３との接続を切断するなど所定の処理を行う
。
【００３１】
　接続可能端末台数４２５は、情報処理装置１００のテザリング機能をオンに設定した場
合に、情報処理装置１００に接続可能なクライアント端末１０３の台数を示す情報である
。プロセッサ３１０は、情報処理装置１００のテザリング機能をオンに設定した場合、接
続されているクライアント端末１０３の台数を監視し、接続可能端末台数４２５で指定さ
れた台数を超えてクライアント端末１０３が接続されないよう制御する。
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【００３２】
　接続可能端末識別情報４２６は、情報処理装置１００のテザリング機能をオンに設定し
た場合に、情報処理装置１００に接続可能なクライアント端末１０３を識別する情報であ
る。プロセッサ３１０は、情報処理装置１００のテザリング機能をオンに設定した場合、
接続可能端末識別情報４２６により特定されるクライアント端末１０３のみ情報処理装置
１００への接続を許可する。
【００３３】
　なお、本実施の形態においてはＳＳＩＤ４２１、認証・暗号情報４２２、通信方式４２
３、通信可能量４２４、接続可能端末台数４２５、接続可能端末識別情報４２６に代表さ
れるような情報処理装置１００とクライアント端末１０３を接続する際の設定に関する情
報を設定情報と呼ぶ。
【００３４】
　図４において、ネットワーク情報４１０が「ＷＬＡＮ」である場合には、情報処理装置
１００のテザリング機能は「オフ」であることを示している。ネットワーク情報４１０が
「ＷＷＡＮ」である場合には、情報処理装置１００のテザリング機能は「オン」であり、
その場合の情報処理装置１００のＳＳＩＤは「１１１」、認証方式は「Ａ」、暗号方式は
「ＡＡ」、認証用情報は「ＡＡＡ」、通信方式は「方式Ａ」であり、情報処理装置１００
に接続するクライアント端末１０３が通信可能なデータ量は「３Ｇバイト」、情報処理装
置１００に同時に接続できるクライアント端末１０３の台数は「３台」で、接続可能なク
ライアント端末１０３は「制限なし」であることを示している。ネットワーク情報４１０
が「ＷｉＭＡＸ」である場合には、情報処理装置１００のテザリング機能は「オン」であ
り、その場合の情報処理装置１００のＳＳＩＤは「１１１」、認証方式は「Ａ」、暗号方
式は「ＡＡ」、認証用情報は「ＡＡＡ」、通信方式は「方式Ａ」であり、情報処理装置１
００に接続するクライアント端末１０３が通信可能なデータ量は「制限なし」、情報処理
装置１００に同時に接続できるクライアント端末１０３の台数は「３台」で、接続可能な
クライアント端末１０３は「制限なし」であることを示している。ネットワーク情報４１
０が「有線ＬＡＮ」である場合には、情報処理装置１００のテザリング機能は「オン」で
あり、その場合の情報処理装置１００のＳＳＩＤは「２２２」、認証方式は「Ｂ」、暗号
方式は「ＢＢ」、認証用情報は「ＢＢＢ」、通信方式は「方式Ｂ」であり、情報処理装置
１００に接続するクライアント端末１０３が通信可能なデータ量は「７Ｇバイト」、情報
処理装置１００に同時に接続できるクライアント端末１０３の台数は「１台」で、接続可
能なクライアント端末１０３はＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ア
ドレスが「０１：２３：４５：６７：８９：ＡＢ：ＣＤ：ＥＦ」である端末のみであるこ
とを示している。
［１－２．動作］
　以上のように構成された情報処理装置１００について、その動作を説明する。
【００３５】
　図５は、実施の形態におけるテザリング機能を設定する処理を説明するフローチャート
である。
【００３６】
　（ステップＳ５０１）入力部２２０が受け付けたネットワーク１０１への接続指示や予
め設定された所定のルールに従って、プロセッサ３１０は、ネットワークインターフェー
ス３４０を制御し、ネットワーク１０１に接続する。
【００３７】
　（ステップＳ５０２）プロセッサ３１０は、接続したネットワーク１０１に関するネッ
トワーク情報４１０を取得する。ネットワーク情報４１０は、ＯＳ３２５に管理される。
プロセッサ３１０はＯＳ３２５から接続したネットワーク１０１に対応するネットワーク
情報４１０を取得し、記憶部３２０に記録する。例えば、ステップＳ５０１で接続したネ
ットワーク１０１がＷｉＭＡＸであるとする。この場合、ネットワーク情報４１０は「Ｗ
ｉＭＡＸ」となる。



(7) JP 5945735 B2 2016.7.5

10

20

30

40

50

【００３８】
　（ステップＳ５０３）プロセッサ３１０は、記憶部３２０に保存されているデータベー
ス４００を参照し、ステップＳ５０２で記憶部３２０に記録したネットワーク情報４１０
と組になって保存されているテザリング機能オンオフ情報４２０が「オン」であるか「オ
フ」であるかを確認する。テザリング機能オンオフ情報４２０が「オン」の場合（Ｙｅｓ
の場合）、プロセッサ３１０は、ステップＳ５０４の処理に進む。テザリング機能オンオ
フ情報４２０が「オフ」の場合（Ｎｏの場合）、プロセッサ３１０は、処理を終了する。
ステップＳ５０２で記憶部３２０に記録したネットワーク情報４１０が「ＷｉＭＡＸ」で
あるので、テザリング機能オンオフ情報４２０が「オン」のため、プロセッサ３１０は、
ステップＳ５０４の処理に進む。
【００３９】
　（ステップＳ５０４）プロセッサ３１０は、記憶部３２０に保存されているデータベー
ス４００を参照し、ステップＳ５０２で記憶部３２０に記録したネットワーク情報４１０
と組になって保存されているＳＳＩＤ４２１、認証・暗号情報４２２、通信方式４２３、
通信可能量４２４、接続可能端末台数４２５、接続可能端末識別情報４２６を参照する。
プロセッサ３１０は、参照した情報で指定されている内容に従い、ネットワークインター
フェース３４０を制御し、テザリング機能の設定を行う。ステップＳ５０２で記憶部３２
０に記録したネットワーク情報４１０が「ＷｉＭＡＸ」であるので、プロセッサ３１０は
ネットワークインターフェース３４０を制御し、情報処理装置１００のＳＳＩＤを「１１
１」、認証方式を「Ａ」、暗号方式を「ＡＡ」、認証用情報を「ＡＡＡ」、通信方式を「
方式Ａ」に設定し、情報処理装置１００に接続するクライアント端末１０３が通信可能な
データ量は「制限無し」、情報処理装置１００に同時に接続できるクライアント端末１０
３の台数は「３台」、接続可能なクライアント端末１０３のＭＡＣアドレスは「制限なし
」となるよう制御する。
【００４０】
　（ステップＳ５０５）プロセッサ３１０は、ネットワークインターフェース３４０を制
御し、テザリング機能を「オン」に設定し、ＰＡＮ１０２と通信可能にする。
【００４１】
　なお、情報処理装置１００がネットワーク１０１との接続を終了すると、テザリング機
能も終了する。
【００４２】
　［１－３．効果等］
　以上のように、本実施の形態において、情報処理装置１００は、プロセッサ３１０と、
ネットワーク１０１への接続、及び、クライアント端末１０３との接続を確立するネット
ワークインターフェース３４０と、記憶部３２０と、を備える。プロセッサ３１０は、ネ
ットワークインターフェース３４０を介してネットワーク１０１とクライアント端１０３
末との通信を制御するテザリング機能を実行可能であり、記憶部３２０は、接続するネッ
トワークのネットワーク情報と、テザリング機能のオンオフ情報とを対応づけて記憶し、
プロセッサ３１０は、ネットワークインターフェース３４０がネットワーク１０１に接続
すると、テザリング機能のオンオフ情報に基づいてテザリング機能を設定する。
【００４３】
　これにより、情報処理装置１００は、接続先のネットワーク１０１に応じてテザリング
機能のオン／オフを自動で設定することが可能である。接続するネットワークに対して、
あらかじめテザリング機能のオン／オフを設定しておくことで、状況に応じて自動でＰＡ
Ｎ１０２への接続ができるため、使用者はＰＡＮ１０２への接続要否に対して注意を払う
必要がない。従って、テザリング機能の使い勝手に優れた情報処理装置１００を提供する
ことができる。
【００４４】
　また、本実施の形態において、記憶部３２０は、ネットワーク情報と、クライアント端
末１０３との接続を確立するための設定情報とを対応づけて記憶し、プロセッサ３１０は



(8) JP 5945735 B2 2016.7.5

10

20

30

40

50

、ネットワークインターフェース３４０がネットワークに接続すると、テザリング機能の
オンオフ情報と設定情報に基づいてテザリング機能を設定する。
【００４５】
　これにより、所定の設定が情報処理装置１００に施されているという条件を満たした上
でクライアント端末１０３を情報処理装置１００に接続できる。
【００４６】
　また、本実施の形態において設定情報は、情報処理装置１００のＳＳＩＤを含む。これ
により、クライアント端末１０３を情報処理装置１００に接続する時に、ＳＳＩＤ４２１
の入力の手間を省くことができる。結果として、使用者の利便性を高めることができる。
【００４７】
　また、本実施の形態において設定情報は、クライアント端末１０３との接続の認証に用
いる暗号方式の情報を含む。これにより、クライアント端末１０３を情報処理装置１００
に接続する時に、認証・暗号情報４２２の入力の手間を省くことができ、セキュリティ強
度を予め設定することが可能になる。
【００４８】
　また、本実施の形態において設定情報は、クライアント端末１０３との接続に用いる通
信方式の情報を含む。これにより、クライアント端末１０３を情報処理装置１００に接続
する時に、通信方式４２３の入力の手間を省くことができ、例えば、情報処理装置１００
がＷＬＡＮを介してネットワーク１０１に接続をした際にはＷＬＡＮと干渉の少ない通信
方式を用いてクライアント端末１０３を情報処理装置１００へ接続できる。
【００４９】
　また、本実施の形態において設定情報は、クライアント端末１０３との接続時の通信量
に関する情報を含み、プロセッサ３１０は、クライアント端末１０３との通信が所定量を
超えた場合に、所定の処理を行う。これにより、例えば、ＷＷＡＮのように通信量によっ
て通信料金が変動するネットワーク１０１に接続した際には、通信量が所定量を超えた場
合に、警告等が可能になる。
【００５０】
　また、本実施の形態において設定情報は、同時に接続可能なクライアント端末１０３の
台数情報を含む。これにより、例えば、公衆ネットワークのような通信速度の遅い回線に
対しては、クライアント端末１０３の１台当たりの通信速度が極端に低下しないように、
情報処理装置１００に通信可能量４２４を設定できる。
【００５１】
　また、本実施の形態において設定情報は、接続可能なクライアント端末１０３の識別情
報を含む。これにより、例えば所定のネットワーク１０１に対して、許可されたクライア
ント端末１０３のみを、情報処理装置１００を介して接続できる。
【００５２】
　なお、記憶部３２０に記憶されているデータベースとして、上述したデータベース４０
０に限らない。図６は、実施の形態における情報処理装置の記憶部に保存されているデー
タベースの別の一例を示す図である。データベース６００は、ネットワーク情報６１０と
して、種別に加え、ネットワーク名が追加されている。ネットワーク名は、ネットワーク
情報６１０のネットワークの種別が同じであっても接続する環境によってテザリング機能
のオンオフの切り替えを可能にするための情報である。図６において、ネットワーク情報
６１０の種別が「有線ＬＡＮ」の場合に、ネットワーク名が「会社ネットワーク」の場合
は、テザリング機能オンオフ情報４２０は「オフ」でネットワーク名が「自宅ネットワー
ク」の場合は、テザリング機能オンオフ情報４２０は、「オン」に設定可能となる。これ
により、ネットワーク情報６１０のネットワーク種別が「有線ＬＡＮ」であったとしても
、ネットワーク名に応じて、テザリング機能の設定が可能になる。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本開示は、テザリング機能を有する情報処理装置に適用可能である。具体的には、パソ
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【符号の説明】
【００５４】
　１００　情報処理装置
　１０１　ネットワーク
　１０２　ＰＡＮ
　１０３　クライアント端末
　２１０　出力部
　２２０　入力部
　３１０　プロセッサ
　３２０　記憶部
　３２５　ＯＳ
　３３０　バス
　３４０　ネットワークインターフェース
　４００、６００　データベース
　４１０、６１０　ネットワーク情報
　４２０　テザリング機能オンオフ情報
　４２１　ＳＳＩＤ
　４２２　認証・暗号情報
　４２３　通信方式
　４２４　通信可能量
　４２５　接続可能端末台数
　４２６　接続可能端末識別情報

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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